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問
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€
都
市
軌#
1學
が
都
市
研
究
の
方
法
ね
於
：レ
ポ
與

.へ
た
ほ
：0の
貴
献
ぱ
、
線
雜
な
：る
都
：

^
瑰̂
象
中
の
唯
マ
，さ
ど
雖
も
，
都
市
全
體
.の 

■

聯
に
，
於
が
で
の
み
把
握
せ
ら
る
：
ぺ

->

と
®

ぶ
事
お
明
か
に
し
た
黯
に
在
る
。
従
っ
て

.ヴ
貧
民
窟
，
文
花
住
宅
'地
®

、
商
店
街
等
タ
の
’
地 

域
は
、
都
市
全
體
わ
1

過
：.極
に
於
い
て.把
振
理
解‘せ
.も
.る
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と
共
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百
萬
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人
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於
け
る
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生
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例
：：：

へ.ば
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「

蒼
白
き>.::x 

デ
ホ-J

ヶ
と
稱
せ
ら
る
.
-樣̂
な
都
會
人
型
も
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百
萬

0

人
ロ
集
国
を
含
む
：

1:

大
都
市
！
^
體̂
の
構
成
に
於'い
て
理
解#
ら
れ
る0
で
あ
る
タ 

ネ， .：

モ
V

ル
；r
ヴ
ィ
シ.セ
シ
ト
共
著
の.

「

社
會
學
研
究
序
論

」

は
名
著
で
あ
化、
.殊
に
：

r
.
l

社
會
の
發
生
史

」

の， 1

章
は
ア
メ
リ
-力
中
部 

地
方
.に
於
け
る
ホ
都
市
發
生
を
人
跡
未
踏
原
時
代
か
ら
說
き
起
じ
て

>
:極
め
て
巧
み
セ
あ
る
？
其
の
叙
述
ば
多
分
に
文
學
的
で
あ 

る
。
，將
來
の
希
望
に
燃
ゆ
る
開
拓
者
の
若

S

夫
婦
を
扼
へ
來
ク
て
i

大
自
然
と
の
闘
争
協
力
の
過
程
に
於

5

て
文
化
を
築
き
上
げ
る
經 

過
が
此
の
夫
婦
を
中
心
と
し
て
巧
み
に
描
か
れ
て
ゐ
る
。
し
か
し
此
の
播
寫
方
法
は
此
の
社
含
の
發
達
が
村
落
時
代
に
到
ク
た
時
を
以 

0

り
>
.以
後
の
小
都
市
、
：：
大
都
市

i
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會
め
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敎
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め
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に
疲
れ
切
つ
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：
事
精
：^多
♦

異
タ
て
谏
え
。
：
こ.
>
で
筆
者
が
目
：

g
:

ま
し
：て
ゐ
る
調
査 

は
ぐ
：

の
特
淀
地
域
の
ま
に
含
ま
れ
て.ホ
？

0

社
舍
集P

と
そ
の
.生
活
樣
瓶
を
全
幅
的
に
取
り
止
け
て
地
越
：

g

特
殊
型
を
示
し
た
：

5

の
で 

ぁ
る力：；

そ
れ
故i

r

或
；

5

は
.社
會
踏
査
と
呼
ぱ
は
る
，可
：含
も
の
セ
ぁ
る
か
も
知
れ
な
い
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其
の
稱
呼
の
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鬼
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角
と
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、
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動
象
.没のま活內容灘湘えを

m
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ホ
社
會
地
域
脚
ち
コ
み
.ミ
メ
 ：： 
一

I

テ
ィ-

r
-
k

讓
め
る
ド
.
.即
ち1

ウ
，の
社
會
體
と
し

:
^
^
:
の
報
圓
を
求
め.？5
め̂
^
-ぁ̂
る
.ン‘ 

ム
：：：、

：
.い
ぐこ
，ニ"：

.

ぺ：：：，
，：：

：
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：
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0

此
め
社
會
體
の
本
質
、
.箱
1
^
:
:
:
^
^

落
？̂
ザ
雕
#

ツ
そ
れ
等
に
み
せ
る
特
殊
性
を
箱
出
す
る
上
に
於
：い
て
、
：
如
何
な
え
方
法
に
ょ
っ
て 

調
査
，̂
、
如
何
な.：
る

對

象

を

撰

ぶ

可

き

，
か

。
；
こ

>

に
調
茶
對
象
は.、
當
然
、
そ
の
社
會
的
內
容
に
關
聯
し
め
ら

N

ク
可
き
も
の
で
な
け

園!I
II
I

II
I

1

れ
ぱ
な
ら
ぬ
。
換
言
す
れ
ば
、
：
生
傅
內
容
が
黎
觀
的
に
ま
現

.

せ
ち
れ
た
：も
の
ャ
そ
れ
が
吾.々
，
の

對

：象
-

^

な

：
る

？

此

の

®

^

 X

即
ちC

容 

と
そ
の
表
現>

.

一
に
、つ
い
て
は
後
段
に
又
述
べ
る
。
，

k

下
>

ま
な
®

B

を

探

？

み

ょ

ぅ

？
ッ
ソ

r
.
'レ

：〕
：

っ̂̂ 

.

.

.

綜
合
的
社
會
體
ふ
し
て
の
：柴
圓
を
對
象
と
ず
る
が
故
に
調
査
す
可
き
項
目
は
當
然
、

‘：前
項
に
述
べ
多
方
：面に分れる？
第

1 

に

，

「

地
域
め
地
：理
的
關

係
.！

が
擧
げ
ら
れ
る
。
此
の
地
理
的
關
係
に

0
.
5セ
は
特
に
詳
軸
ぉ
論
ず
る
ま
で
も
な

.

5
。
：

唯
特
定
地
域
のそ 

れ
は
、
全
體
地
域
の
趣
趣
ど
.の
：關
聯
に
於
い
て
理
解
さ
=を
可
き
セ
あ̂
0
:
0
更
に
.
.地
理
的
關
係
に
就

5

て
述
ぶ
可
き
は
、
自
然
地
理
的
興 

因
の
叙
述
と
共
に
文
化
地
理
的
要
因
に
重
點
を
置
：か
ね
ば
な
ら
な
い

◊
例
へ
.ぱ
嘗
て
.の
，機
會
に
於
い
て
述
べ
た
樣
に

「

盛
り
場」

の
成
立 

に
は
可
成
有
力
に
藤
史
的
丈
，化
的
耍
因

'が
作
用
レ
て
ゐ
：
み
，。從
っ
て
劾
期
又
は
發
生
期
に
於
い
て
有
力
に
作
用
し
た
地
理
的
耍
因
は
、
，：
 

其
處
に
萬
積
さ
れ
た
文
化
に
ょ
ク
て

 

>
必
し
も
本
來
的
の
意
義
を
保
有
せ
ざ
る
に
至

>

發
展
の
後
段
に
至
づ
て
は
マ
斯
く
の
如

"< 

人文 

的
に
決
定
せ
ら
れ
た
地
理
的
關
係
郎
ち
藤
史
的
耍
因
が
む
し
ろ
有
力
と
な
ウ
て
來
る
：の
：で
あ

*

<>,。
：！

勿
論
發
展
過.程
’の
變
化
に
伴
タ
て
地 

现
的
に
移
動
を
見
：る
場
合
も
あ
る
。
東
京
，に
於
け

.る

中

心

盛

場

が

日

本

橋

界

隙

か

ら

銀

座

'に
移
り
、
共0
銀
座
に
於
い
てi

>
翁

橋 

0
2

り
の
中
心
が
新
橋
寄
り
に
移
行
し
た
如
含
場
合
を
擧
げ
る
事
が
出
來

.る
◊

し

か

：̂
、.：：.
§

銀
座
の
：盛
り.場
と
：レ
て
：
の
成
立
：

は
：、
，W
 

日
本
橋
の
持
つ
，傳
統
と
文
化
と
の
，作
用
，を
否
定
す
る
事
が
出
來
な

'
.い
.
.。：：，單
的
に
云
，ふ
な
も
ぱ

.江
戶
時
代
の
摩
り
場
乃
至
.ほ

中

心

.
與

と

し 

て
の
な
本
橋
：の
撰
定
に
は
"
地
理
的
要
因
が
有
力
で
あ
っ
た
か

A

知
れ
な
か
が
、
：其
處
が
：，二

廣

中

心

街

と

.徒

.め
ら
れ
 

> 之
れ
を
ホ
心' 

と

，

3

て
：其
の
上
に
色
々
と
文
化
、
人
工
が
加
へ
ら
れ
る
と
江
戶
乃
至
東
京
自
體
の
發
展
が
之
れ
を
基

■

と
な
る
に
至
り
、
其
れ
が
後
m
 

の
發
展
方
向
を
規
定
す
る
次
第
え
な
る

S
r

で
あ
る
，。
換

言

す

れ

ば

「

日
本
橋
が
中
ふ
禅
な
る
.が

故
R

h
と
說
明
★

あ

る

、
樣
：に
な
：る
め
、
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お
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れ
ぱ
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な
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商
然
禅
理
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ザ
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地
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め.間

题

ポ

提
.唱
す
巧
事
が
出
来
ぶ
：

0
;
:
*域社
會
學
：に
ネ
セ

i

r
距

離

即

ち

交

通

，
し

得
 

可
ま
地
理
的1

は
厳
も
重
要
な

1
*

や
あ
る
>
.

吾
：：

み
.は
f

距
離
的
關
係m
:於
け
る
地
理
的
情
況
が
i

關
係
化
ょ
り
セ.修lij

さ
れ 

{て
あ
！̂
事

を

知

づ

て

獨P

 H

唯
單
.に
距
離
を
云
せ
ずB
:で

交

通

時

間.距
離
を
重
要
視
ま
る
タ
純
粹
地
理
的
距
離
：ぷ
此
の 

交
避
§
.

ど
の
偏
差
ど
ま
め.る
タ
：太
都
市
生
活

m

の
.決

：
定

：：

忙

當

り

：
て

純

§

:

理

的®

i

:於

十

11.

乃

至

は5
ホ

哩

を

隔

.
て

た

地

理
 

的
ほ
：

s
i
r

等
な
ら
ざ
を
各.網
域
：が
交
通
時
間
的
に
ぱ
等
距
離
に

.雍
る
と
#

ふ

事

が

出

来

え

本

誌

和

九

轉

ホ

旧

號

參

照

)

而し
..

て
‘此 

が
^
|
跟̂
地
斑
的
關
，係
は
、
パ
が
賊
に
述
べ
た
全
體
：へ

.：の.關
聯
^

同̂

意

雜

ホ

お

あ

る

。
：
簿

し

：
ゥ

：
ょ

|

お
る
社
#
的
綜
合
體
に
編
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入
れ
ら
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れ
た
ま
る
特
定
地.域
め
；

0

い
せ&

交
！
！

撒
理
的
關
係
と
は
ハ
ざ
體
中
に
ぱ
め
る
其
め
將
定
地
械

0

位
置
に
外
な
ら
な
レ
：か
ら
：
0
:.特
定
地 

觸
§}
觀
嫌
ほ
ほ
腿
.ら
を
ん
4

撒̂
地
1
1
5關
傑
は
％
が
蔣
*
^
1
-
^
-
^
^
^

闕
個
ー
以
わ
.
& 

-
^
^
^

ぱ
ね
ぱ
：̂「

ら
8
:
0
.
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’I

特
定
地
域
，

£

對
ほ
的
と
.對
外 

的
お
わ
あ
通S

係
ほ
全
然
別
個
け
意
味
お
持
づ
事

3
^
5
2

意
b

な
，

i
b

れ
ぱ
而
ね

P
.

對
象
ど
ず
る
：地
拭
が
特

ibi

大
で
な
ら
ざ
.

t
o

限 

が
•
，(

部
へ
：̂
大
都g

全E
S

場
帝
©

#
を

、
*

耍
願
さS

.
る
關
係
は
前
迷
め
如
く
對.外
的
交
通
地
.理
の
そ
れ
で
あ
を0::. V

:
:
:

レ：：

‘
、
‘

:

地
理
的
M係

！
！

次

：

S

，で
諭
せ
も
る.可
寒
も
‘の
は
：

T

入
口i

E
:

で
あ
/

ぅ̂
。
一：
此.の
填
目
に
就
か.ポは

： *

普
通
に
行
は
：るV
人
口
調
森
が
愛 

當
ず
る
ヵ
マi

入
.ロ
ぶ
励
熊
入
：ロ

 

0
,性

則
0 

§

別
1

タ
世
I

成
0
"
;更
に
#

々
は
此
の
項
目
中
に
其
の
地
域
に
於
け
る

人
？！

の
居 

往
狀
熊
を
加/
,て
も
差
ま
あ
い
ぶ
思.ふ
。
：，
.第
.

1,:.

に
.：̂
雷

係

>
,次̂
’に
出
入
寄
ぜ
關.係

、
：
ン
而
し
ダ
：
更

：忙

調

査

K
得

ベ

タ-5：

ぱ

，

居

住

索

の

園

居
他
i

l

頻
l

i

i

s

i
係
は
比
較
的I

に
l

i

m

来

ょ

タ
^

者

，
の‘出
着
性
外
：來

性

^
¥識
る
事
が
ゆ
來
：
ホ
と
；
思

は

れ

る

ブ

此

'の
場
合
居
住
者

.の
ポ
お
：
定
着
性
は
、
：
居
住
：年

限

に

就

.
5
^
^
^

ポ
補
足
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ

9
,

本
籍
地
關
係
は
、
：：都
會
入
れ
あ
つ

‘P

力
は
多
な
に
游
離
ね
力
：ゐ
を
か
も

.̂,
入
寄
i
.

よg

も

充

分

永

養
 

的
に
居
位
レ
て
ゐ.，％
.者
ポ
あ
じ
得
る
？
竊

轉

频

數

の
：；

調
森
は
楚
等
獨

i
l

i
l

m
g

あ
り
：
力
；廣
あ
困
難
な
ル
ゆ
で
；あ
あ
力

®̂,:

是

等

の

點

に

ウい

て
は
：調
查
方
法
の
如
何
を
者
案

4

一'な
け
れ
ば.翁
ら
：ぬ.0 
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人

ね
,忙
關
-

て̂
：
は

更

に

職

業

1
=
^
:
分
0
:條
項
が
あ
る0
.
&藥
に
關
ム
て
は-
往
々
、
商
業
的
方
面
と
交
錯
す
る
傾
が
あ
り
、
其 

の
微
に
産
業
及
び
職
ま
-

^

4て
別
項
に
取
難
：
^
れ
て
？̂
?差

ま

な

か

：か

，

^
知
れ
な
，$;
‘
<
^
:
:
.

身

分

に

蘭.
.；̂
て
.，̂
同
‘！：.で
あ
る
？
例

，へ
ぱ
家
事
及 

ぴ

營

業

使

用

；ル

は

、

.

.触
業
的
れ
分
類
嵐
別
さ
れ
得
を

が
.：

唯

；い
，，；
産

業

に

☆

い
で̂
は

産

業

的

活
1

生

服

と

ホ

れ

ぱ

ゥ

'
.
居

住

者

の

纖

業

及

び
 

.
身
身
を
ま
服-
も̂
て
は
是
等
の
條
項
は
，

「

人
口」

の
項
に
於
い
て
，論
じ
て
も
差
.ま
な
い
と
：思
は
れ
る
。
，

#

分S

成
.と
し
て
*
今
.间
の「

三 

田
し
：れ

會■

に
用
ひ
ら
れ
た
ホ
法
は
2

ふ
純
粹iM

族
-

^
但
し
近
親
及
ぴ
雇
人
同
居
人
ね
张
ら
ら
ざ
ろ
寄
食

者
： *
J含

む
： "
： (：一

f}

使
用 

屈入
-
-
:
^

家

事

及

び

營

業
；：

同

居

人

！
^
び
！̂
宿
人
に
分
は
たP
:生
活
様
式
ぬ
相
違
お
ら

g

パ
‘
パ
ト
居
使
者
を
別
個
に
取
セ
极
.つ
セ 

が
ぐ
之
れ
は
純
粹
家
族
、
其
の
.他
適
：醫
の
項
目.に
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れ
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^
整

理

分
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せ
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べ

：
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あ

る
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舉
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此
.の
。

に
於
け
を
身
分
別
分
類
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も
俳
用
す
べ
き
で
あ
る

*

今

同g
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森
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者

れ
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勤
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と
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主
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B
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の

地

域

い

て

現

賞

2

何
.等
か
ね
營
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營
す
る
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：：；
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|
1
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化
於
5
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：
パ
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れ

务

^
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ぉ̂
1
^
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れ̂
ぱ
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別
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類
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於
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蜜
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地
域
的
社
會
調
査
に
闕
ナ
る
着
千
考
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域
ル 

掌
耍
と
が
る
パ
高
級
の
官
公
吏
、：
翁
1

か
ら
}

^

級
勤
人
.

に
至̂
0

迄
§
:

分
^

^

を
幾
階
等
か
、に
狼
理
レ,
^

け
か
ぱ
：か.
^

^
ぬ
0

:

，ベr
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， v
r
;
:
,
:: 

.
K

ハ
吾
タ
は
是
等
ひ
分
類
法.ど
用
ひ
ポ
旣
に
若
干
：の
効
娘
を
上
.

げ

て

る

。
例
；へ
ば
使
用
人
取

S
.

於

i

て
？
家
事
使
用
入
ん
營i

用
人 

と
の
割
合
ぱ>
 

使
用
人
總
數
が
槽
加
ず
れ
ば
ホ
を
極
、
後
者
即
あ
營
業

.
便
用
人
の
割
合
れ
大
お
な
づ
：て
行
：

^

も
の
V

機
で
ぁ
る
ぐ
、
又
此 

め
南
者
の
割
お
は
其
め
地
賊
又
は
地
鶴
の
胜
質
を
物
語
る
も
め
：；：：

^

如
^
;
^で
ぁ
.

る
0
:
:
;例

，ぺ
：
ぱ

、
：：
：
家

事

使

用

人

の

割

合

が

比

較

的

に

大

な

：
る 

所

は

怯

宅

地

的

せ

：ぉ

.名

が

薄

業

使

卯

人

の

：
創

合

：
の

失

な

る

所

パ

從

.
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な
る
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總
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又
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述
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總
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ど.ラ
ミ
.
"

型
を
現
出
ホ
る
：

(
「

ニ1

田街
.1  

社
含
調
査
に
關
ず
る
、
此
の
方
面
⑥
わ
暫
定
報
吿
と
レ
て
：は
雜

.誌

「

都
市
問
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參
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述
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な
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ら
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董
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應
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檢
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又
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得
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。
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乍
ら
叢
し
き
差.別
を
持C

v

ル
：の
'が
あ
る
.サ
例
を
擧
げ
て
云
へ
ぱ

ハ
：：

大H

ン
：.左
官
ゾ
龍4

1
3

等
が
余
屬
'，
機
械
S

造
工
場
等
と
共 

に
：一 :

括
さ
れ
る
：。
，
涨
潘
屋
も

H

業

な

れ

ば

：、
；
洋

服

栽

縫

も

.沸H

業
部
門
に
加
へ
：

4

れ
，.を
。
葉

子

霞
4

さ
.ぅ
で
#

る
。
一i

の
傷
合
は 

大
資
木
の
盤
滿1-1

凝
と
、
：餅
英
^

<
と
：
が

同

列

に

ま

：ま

は

、れ

★

り
す
る
。.
-

 ̂

.

. 

. 

, 

: 

，

•：

. 

V
故
に
之
れ
ポ
關
聯
し
て
：調
森
地
：域
の
性
：質
を
炎
定
す
る
に
營

P
て

、
，
注

意

す
•パ

き

，事

項

が
*

る
.。
即
ち
、
同

じ

業

部

門

で

も

、
假
：
 

り
に
大H

、

。
左

官

、
：

.建
具
運
、#

服
栽
縫
、‘
*
運
、#

子
屋
等
タ
の
場
合
に
あ

0

て

は

、
，
特

殊

的

な

：
ら

ざ

る

.限
ね
、
そ
の
.存
在
は8

®

 

的

も

の

：.で
あ
る
。
反
之
、
機
械
工
場
、
，金
屬
工
場
、
.
W
氣
器
具H

響

，
々

わ

場

合

に

.於
い
お
は
、
多
分
に
對
丹
的
性
醫
の
も
の
と
な
. 

り
•
，
是
等
.の
要
素
が
有
力
：な
れ
ぱ
其
の.地
域
はU

業
地
#

的
に
な
る
。
；：斯
の
如
き
觀
載
を
以
つ
て
す
れ
ぱ
♦

囘
わ
；「一

二£

調
を
し
で
- 

は
、
‘そ

の一
,

部
に
本
格
的
のH

業
耍
素
を
相
當
に
檢
出
し
得
：た
。
故
に

S
：

分

類

：
に

於

け

る

各

®H

業
種
網
は
充
分
に
歡
理
さ
れ
ね
ぱ
な 

ち
ぬ
の
.
？

-
^
‘ま

。
：

, 

V

、；.：
：，

‘
其
の
，他H

場
の
數
、
：规
模
等
タ
が
W

ぴ
取
极
は
れ
な
せ
れ
ば
な
ら
ぬ
.事
は
、
商

業

場

合

と

同

じ

で
.あ
る
。
そ
し

H

双

方

共

叉

：
、

特
 

定

の.種

目

が

特

定

の

：
立

地

，
關

係

に

.在
る
も
の
な.
.る
が
故
に
、
精
密
な
調
森
が
當
然
耍
求
せ
ら
る
ふ

y

ヶ
で
，あ
る。
：
‘..
 

.

/

産
業
及
が
經
濟
活
動0
調
森
に
お.つ
て
は
、
：，
活
動
の
種
類
及
び

.規
模
の
外
：に
、
普
通
：は
ぞ
，の
成
績
、

.
即
ち
，
取
；

S；
高
、
生
産
額
等
が 

調
査
せ
ら
るV

O
夢
身
の
調
泰
に
於

5

て
も
赏
紙
之
れ
を
省
略
す
る
.ク
ー
が.，j
^
.は
行
か
：ぬ
。
此
，の
填
自
に
於

i
：

る
数
字
はr
尙
截
地
域
の 

輕
濟
的
活
動
力
ど"示
デ
撒
針
と
な
ひ
樣
る
か
ら
。

五

"

產
業
に
就'い
'て
な
ぱ
述
ぶ.可
き
、
叉
調
森
す
ベ
：、き
項
目
も
多

.々

あ
ら
ラ
。
し.か
し
更
に
，次.の
：‘項
目
に
移
ら
ぅ0
:第
四
、に
採
か
上
げ
ら 

れ
る
び
は
、.最
も
漠
然
た
る
用.語
法
に
ょ
る.
.
.

「

社

會」

で
わ
る
一
0
,
"
'
脚

か

據

H
E

は

、

并

ひ

tg：

银

を

商

分

し

て

X

ど
.の
1
ホ
-
^
>、
に̂

お

 ̂

し

む

可

き

セ

あ

ダ

シ

.か

.

.P

知
れ
な
5
,
0唯
大
き
くI

括
し
て
假
り
に

「

社
會J

の
巧
目
と
し
て
お
く
、
其
の

S
：

分
せ
ら
る
可
き
內
容
は
次

-の
瓶
^
^
.や

取

‘
る

ケ

一

〕

ン-:

U
ぺ-一' 
ベ

：

.

ん.

.

ぐ
：.：.
"、
じ-

r
z

 

ガ： ：：：，，
，

：
：

 ̂

ン‘ 

.

.
、
,
,
1

: 

.

:/

张
づ
律I

ザ
’

「

政
.洽
及
押
一
一4

填H
E

が
ぉ
；
る
。

ざ
；！

ぱg
j

に
官
公
署
的
ね.^
:丈̂
け
ザ
粒
一.町
會
、

〈

會
合
等§,如

#
、
.
其
の
地 

域
へ
の
舆
論
機
關
等
を
加
ふ

¥

き

-の
斧
あ
る0
.
:
:
吏
.にi

舉
の
際
に
現.ほ
か
を>
:有
權
紫
觀
投

I

資

：鉴
權
比
傘
、
：政
驚
的
地
.盤 

S

査
"に
俯
サ
ホC
:本

稿

に

：引
照
ね
：た
、テ
ィ
デ

.：ン
琴
の';

」

做
；̂
ザ
に
；ゅ
欧
鲍
が
地
域
的
に

.者
さ
ゆ.
.
各
々
！̂の
ま'域
！
^
を 

有
カ
.に
物|
|つ
て̂
<
2ーを0 

嫩
緣
の#
政
^
>說
も
一.括
し
て
調̂
さ̂
れ
る
必
耍
が
あ
#

#

じ
、
：
居
住
等
の

幅
；#

主
服
と
し
て

一
か‘地

方

的

嫩Ik

ぱ
當
ーi

、
.

嬉

械

性

を
'反

：映
.
-
^る

ポ

ら
o
/
:
7

:

て
： '

ン
：

: 

:
:
V
'
N

ヴ
‘
つ
ゾ
.：.：
ペ
.

‘，
：
次

に

、
一
：
鄙

ほ

、
一

「

制

族

的

項

k
i
j
:

とa
:

ず
.サ

敎

關

係

み

る

。、；
#

述
ヶP
敎
育
か
资0!^.^ 

學
校
數
>
,寡
校
種
類> ̂

^

 

冒
數
Aッ
就
擧
？
^
就
學
が
關
係
、
更
に

S

書i
i

赋
■

か
就iz

膨
服
がg

齋
.を
；̂

0

-
ム

寄

タ

り

て
；
^
:ぃ

T*

ま

V
.

情

況

を

宫

地
域
的.肋
會
調
蜜
に

i

ボ
を
栽If

考
紘 

： 

1̂
1!! 

r

八I
r
l
w
)
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撒
f

社
會g

査
に
縣
る
若
千

s

 

(

八
s

o
 

體
が
研
究
ね
救
象
と
な
る
の
セ
ほ
：な

：

^
ー0
ぺ
特
定
地
，敏
の#

殊
性
を
物|
|
,
^
‘

レ
め
^
<
;
^
爲
め
に
>
ぞ
.
.の
說
明
と
し
て
調
查
さ
、ル
る
の
で
あ
る
。 

故

に

，
敎

關

係.
0全
部
が
均
等
に#

タ
0

間
題
と
ほ
な
ら
ぬ
？
例
へ
ゆ
晋
み
に
と
つ
て
重
：务
な
の
は
、
脉
在
す
る
學
校
種
類
の
問
題 

が

第T:.
で
み
る
♦

大

學
•
高
夢
，
事£
學
校
.
•中
等
學
校•
實
業
學
校•
小

學

校
•
幼
椎
圓
等
み"
如
何
な
る
種
類
め
學
校
が
听
ま
す
る
か

V 

の
場
合
は
お
體
公
立
小
學
校
が
.優

勢

を

：あ

れ

、

其

の

給

架
、
：：：

地

域

的

な

線
.ヤ

性

と

確

保

レ

て

ゐ

る

。
：
唯

、
：
此

の

繁

に

於

ぃ

て
 

も
特
別
の.學
枕
> 
例
へS

慶
，贩
義
塾
幼
稚
舍0
如
き
は
、
此
の
地
域
性
を
全
然

li.

鴨
し
て
ゐ.る
。
芝
E

居
他
者
の
多
：

S

の
は
判
つ
て
ゐ 

る
：が

ポ
l

'

:

s

i名)

.
•
^
^れ
に
次
w

ぜ
品
川
、
脇
谷
、

「

麻
布
、
ー
大
森<
*

^

0

名
內
外)

ン
と
.

，^
义

'
:
^
.に
1
^
^

す
，る
々， 5

^

等

學

，校

も

同

機

に

大

體

に

於

レ
‘て
少
し
を
の
範
圓
は.脚
く
な
.

る
.がn

 -

力
^

^

か
'

あ
る
。
反
之
大
擧
校
は
極
廣
に
集
中
し
て
、
,

大
都
會
的
で
：あ
る
。
そ
れ
故
に
、
時
定
地
域
內
に
在
る
學
校
の

®

類
如
何
は
、
多
分
に"

，
土

地

の

性

賞

を

語

る

0

學

校

街

は

其

の

代

表

的 

も

ル

で

あ

る

 

プ
ー̂̂
^
^
^
^
^
^ ̂"〕

，
：
/

:

‘
；

；

.

：

ベ
：

'
：
-

r

 

.
V
;
: 

ハ：

-

.、
此
の
關
係
^
^逆̂

：
に

考

へ

，る

と

、
ゾ

其

の

地

#

內
仏
.置
者

の

就

學

あ

わ

調

：
^
.
ー̂
べ
か
：で
あ
お0
、.
同̂
の
：
.

「

三
旧
街 

造
干
の
：効
揚
が
此
の
方
面
に
擧
げ
ら
れ
た
。

レ

即
ち
學
生
及
ぴ
生：

i

を

' 
其
，

0

學
檢
等
®
 

<大
.、
か
、
小
及
び
實If

#

他
特
別
の
學
校
等)

' 

に
分
類
し
、
そ
の
就
學
者
就
レ
て
見
る
と
、
幾
分
：の
地
域
性
が
示
さ
れ
た
。
殊
に
實
業
及
商
業
學
校
、
同
夜
學
校
の
生
徒
の
場
合
に 

就
い
で
顯
著
な
地
域
性
を
示
し
て.ゐ
t
^
.
oマ

/

.

-
i
w市
グ
リ
1

«
タ
チ
も
グ
ィ
レ
：
タ
デ
みP

者
'は
>
' 

小
學
校
轉
檢
者
の
方
向
に
歉
ー
い
て

i

资
し
て
ゐ
る
。
轉

校

生

徒

多

寡

、
そ 

の
出r

<

は
、
' が
論
、
‘地
域
ね
流
動
性
從
つ.て
職
業
的
身
分
的
構
成
を
物
請
る
指
針
と
な
る
.
o
‘
：伺
時
，

y

學
校
を
池
じ
て
の
其
等
.の
生
徒
家

1

庭
わ
調
査
は
廣
耍
な
援
助
で
も
あ
を
タ
轉
校
者
の
：

向
と
は
、
前
就
學
地
或
ひ
は
新
就
學
地
と
の
關
係
で

あ
る
。其
の
間
に
官
公
吏
、 

又
は
激
社
f
t的
に
勒
務
關
係
.に
よ
る
轉
校
關
係
も
あ
ら
う
レ
、
，：更
に
社
會
身
分
的
な
昇
降
に
基
ぐ
移
動
，

P

み
'ら
，クĉ;:

そ
れ
故
に

ハ
；；

調

査 

ら
る
-
^
:地
域
れ
如
何
に
よ
つ
：

は
て
此

0
：

轉
校
事
實
に
よ
る
：謝
關
係
も
、
：
.無
視
す
る
事
が
出
來
な
い0
, :..: 

\ 

. ,
v
:::::;‘： 

：：.': 

.，

「

一
 

'

「

宗

敎」

：_
も亦
、顧
査
に
値
す
る
項
目
で
あ
ら
う力，u
か
し
吾
ん
.は
此
の
項
目
に
就S

て
：は
>
:特
別
の
場
合
を
除
く
外r
特

：に

重

黯 

を
見
出
せ
な
io.

特
训
の
®

合
と
ほ
、祂
社
寺
院
等

々
の
.勢
力
が
.極
め
t

そ
の
虫
地
に
有
力
な
場
合
で
あ
る
と
か
、：：特

定

宗

敎

(

例
.へ
：
 

ぱ
基
督
敎
W

，
の

勢

力

が

特

に

奢

U5
;

と
か
云
ふ
場
合
を
指
す
。
：
前
の
場
合
に
は
、
宗
敎
都
市
又
は
狹

5

地
域
と
し
て
は
、
各
所
に
見
る 

が
如
き '"「

isk

町
レ
"
の
例
を
攀
げ>!5

事
が
出
來
、
後
者
の
例
と
し
て
は
 

> 各
宗
敎•

宗
派0

社
會
層
に
關
聯4

0

め
得
ら
れ
る
か
ら
で 

る
。/
例
，.へ
，ぱ
基
督
敎
；
會
ぱ

P
-

町
.に
少
て
山
め
手
に
多
い
。

:

け
次
に
、
：
：

n
魏
樂
レ
：機
關
及
び
施
說
の
項
目
に
移
ら

A0O:.

此
の
項
目
は
、.調
査
上
最
も
複
雜
旦：

つ
多
岐
な
項
目
で
あ
，
^
う
0
:從
☆

て
：き
 

で
は
簡
単
にtl

み
：：

の
‘調
森
の
對
魚
と
な
り
、
：且
つ
：そ
の
意
義
を
有
す
る
事
項
を
說
明
す
る
に
止
；

^
る
？
第

；E

媒

樂
機
關
で
あ
る
が

(

 

劇
場€

?
廣

•映
！！

館
等
.，‘々

に
就
い
て
は
當
然
そ
の
種
類
及
ぴ
規
模
が
調
査
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
同
時
に
其
の
內
容
郎
ち
上
演
せ
ら
る

〜

 

與

行

る-
t

內
容
に
就
：い§

檢
討
が
必
要
で
あ
る0映

！！

に
つ
：

S

S

.
ぺ
ぱ
ス
旧
本
を
：S

西
洋
.
.モV

は
f

 

,

f
 

f

 

2
ら 

し
ジ
伺
た
@

類
，の.も
.の
.セ
：？̂
ハ̂
を
の
：壬
地.S

に
應
じ
て
人
氣
：の
集
中
に
相
遂
：が
生
ず
る
0
:
:觀
客
膨
の
反
映
ど1K

ふ
現
象
がAJ

:
V

に
捉
へ
：
 

ち

れ

る

メ

；
劇

場

、
：
：映

攝

館

等

の

：
所

ま

に

'
?

.
5

て
は
ン
第
一
流
の
も
の
は
都
心
地
に
集
中
す
る
傾
向
が
あ
る
を
以
ウ
て
、
或
る
地
.域
に
於 

.か

て

は

、
：
、
其

地

£
.居

独

す

；タ

人

：ザ
の

.脑
會
層
^

應
ず
を
樣
な
、
：：
を
れ
等
ひ
も
ひ
が

y:〈

殊
に
高
級
の
設
備
が

)

.
‘全
然
箱
在
し
な
い
：

ぶ 

地
減
的
紙
會
調
靈
に
開
す
る
若
干
考
察

’ 

五
.冗

ち

I
I

li

I
I

さ



地
域
：

g

紘
會
制
ま
に®

-
V

る
'若

中

考

察
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摩
に
な
る
？
：；，：此
のf

ロ
ハ
愈
の
：
地

域

®

居
使
者
ぱ
ク
此
めm

の
欲
求
？

(

高
級
映
肅
觀
賞§

ぢ
を§

已
a

地
球
內
に
發
散
せ
じ
，
'

め
、

ず
.：

し

,:ポ>::
そ
.の
爲
め
に
：は

他

の

地

養

蔽

V

事.
y

な

る

？

，
.レ

，
い.
ン
C:.

ム
4
-

パ
；一：じ
：..h
.
:
.レ：：：；

お
：ぶ.，，ポ：：：

t

ね

.

:
7

麻

雀

撞

球
M

霧
、將
桃
等
.

み
の
遊
戯
場r

グ
シ
ス
ホ
ー
,

ル
：等
タ
の
钱
樂
場
の
糖
目
及
び
數
タ
規
模
等
に
就
も
么
れ
と
同
様
に
充 

な
指
針
と
，

4

ズ
調
査
村
料
た
り
得
る
。
：；飲
食
®

は
、
商
店
調.
茶
に
於
，
.

S
.

て
も
取
扱
は
れ
得
る
が
叉> 

1
:

つ
.
の.
艘

.樂

施

設

と

し

て

鼓

に

取

极c
m

-

も
差
ま
なS9 

>.::i

‘
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得
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問
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營
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簾
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か

止

ル

る

搞

段

ボ

於

い

て

‘
み

豫

想

：
に

な

ク

て

導

か

れ

る

」

，
：
と

云

つ

た

の

，
は
ハ
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:

意
.味

れ

外

ま

な
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.
 

-
-

 

, 

-:,yy
パ1
, 

,
,
:佛
爛
的
斑
營
劇
海
に
細
す
-る
P

干
弯
參

2

1

:

’.

(

八 g
r
s

V

r/；:

1，パn

?:5
Iづ
I 1*

I ^

i

r i

fc，を
rり
tef
ぎ

p

i

B

B

i

.



地
轉
的
社
會
詢
襄
に
闕
ヤ
る
若
干
；考
察

 

六

旧

.(

A

西
六)

調
摩
®
具
體
，的
事
項
を
撰
定
す
る
に
當
ウ
て
な
ほ
調
ま
技
術
上
、
置
思
す
べ
き
譜
馳
が
あ

.る
。
先

づ

第一

に
そ
の
事
項
が
調
森 

潘
ポ
-
vホ
サ
鶴
.る

や

否

や

の

點

ゃ

あ

：
る

o
★
i

^
な
る
；f^法̂
J
:用̂
み
H

調̂
査
す
^
^
?に
‘し
，v
ま̂

.；
亦'、
.
調
液
者
が
誰
セ
ネ
る
に
し
て
も
、
.
調

ま

事

項

め

，
如

何

に

ょ

'つ

て

ほ

-
V

調
査
に
の
か
ぶ
事
のi

的
に
困
難P
.辟
つ
ズ
調
潜
成
績
の

f

良
ホ
期
し
離
い
事
項
が
あ
る
。
‘
各
個
人

.

.

の
日
常
生
泡
內
容
め
最A
私
人
的
：̂
方
面
、：

減
，̂
ほ
營
藥
上
の
機
密
：に
屬
ず
る
事
項
等
は
そ
れ
#
^
.あ
る
。
：
本
同
の
學
生
ン
活
調
査
に
當 

，ウ
結
婚
配
偶
者
關
係
を«
森
：の
項
！

H
M
J
-

ふ

た

タ

：
配

偶

！
？
の

有

無

.を
基
ネ
と
し
、
更
に.

の
.場
合
に
は
婚
姻
關
係
に
つ
い
て

「

正 

式
•
內
緣
•
同
樓J 

項
目
に
分
け
た
。
學
生
時
代
に
於
け
る
秦
蒂
者
.が

少

な

：か

の

は

當

f

ホ

あ

る

？

故

に

，

「

有
H

そ

れ

：

CI

體

が

少

か
 

ウ

た

が>
.
^
の

內

に

：
^
,「

內

凝

、
，
同

艘

」

：
：'の
項
に
答
.か
た
者
は
遂
に
見
當
ら
な
か
り
た*
之̂
れ
拔
此：，

の
厕
.項
目
に
於
い
て
は
：；

『

無
し
が 

潘
實
セ
.
§,
タ
ネ
め
か
4

知
；̂
ぷ
い
パ
：质
か
し
、
進
中.：の「

有」

，
が

存

在

；す

る

：
せ

：
ホ

ら

う

：事

も

肯

定

さ

れ

：得

：る

の

で

：
链

も

う

：か

。

唯

、 

調
査
し
¥

事
域
#

冬
が
故
，に
、
.結
果
に
斑
は
れ
得m

か
つ
た
の
や
は
無
：
^
ら
う
か
。
：V心
理
.學
關
係
者
か
ら
成
る
或
あ.集

含

の

.席

上

で 

擧
生
の
思
想
方1S

に
力
：
い

て

、
此

：
の

ま

ま

め

.韻
果
没
醫
表
，
X
:た
律
が
在
る
.
.そ
め
際
：S

貴」

：調
齋
お
及
ぱ
#

り
お事
^

此
の
項
目
は
ゥ
：ま
極
調
濟
可
能
ホ
：：

^
灘
か
.か

も

知
☆

い
，：

〈

中
决
公
論
昭
和
十.

t

起
叫G： ;?

號
ハ「

日
本
人
.の廣貴調査：

旧德太
 

郞
氏
か"
し
か
し
木
調
茶
の
擒
當
者
と
し
.
'て
白<

k

は
こ
.
>
 に
描
ザ
：る
：
®

念
：か
ら
ぐ
今
次
は
特
に
.そ
れ
丈
け
趣
け
た
の
；
^
あ

る

ぐ

，
要

す

る 

に
若P

か
ん
タ
事
實
あ
り
と
せ
ば

V

調
査
者
は
ゾ
共
の
調
査
法
を
變
へ
：
ね
ば
な
ら
ぬ

P
;少
く
と
も
本
人
の
直
截
答
ホ
法
は
効
果
が
無
い

r 

.
 

,
 

- 

■
-
 

‘ 

,

' 

-

.

.

.
-
.
.
.
.
.
. 

' 

-

云
ふ
事
：此

な

る
.
.
5‘？
 

ノ

 ̂

V

-7.. 

. 

S、ッ

ン

.
：
.

.
次
に
被
調
査
範
圓
中
に
於
け
る
或
る
將
質
が
調
森
結
莱

.に
反
映
す
る
點
を
考
慮
じ
な
け
れ
ば
女
ら
ぬ

o
'例
へ
.ぱ
調
淹
に
應
ず
る
者
は

.パ
--リ-
y
f
l

全m
s

§
.

3
r

^
i

:
i

賞
を
具
へ
た
者
と
な
り
勝
ち
だ
と
云
i

合
が
あ
る0

再
び
、I

調
査
を
例
と
す
れ
ば
、
今
次
の
學 

'生
調
^

.

そ
b
.成
績
約
一

®

で
あ
，つ

配
^

森
表
に
.對

し

て

ぱ

若

、

f
H
€
a

•や

ギ

つ

お

，
力

あ

ら

，
ク

此

'
.の.
#
翁

0

1
5
^
.
な
>{̂

學̂
生 

.が

.調
查
に
應
じ.！̂
.か

ク

假

に

調

査

：
に

欣

；
ん

；
で

應

.ず
る
.學
度

に
あ
'
.る
お
：建
め
型
が
あ
つ_曾

す

れ

ぱ
^
^

レ

燃

琪

は

れ

て

：
^

る
：f

あ
え

：？
：

§

填

合

、'i
u
#
i
:
2

體
i

拓
自
標
i

し
：な
が
ら
マ
，調f

れ

段

體

が

俾

俳

斥

じ
 

:

ま

ま

▲
:
定
I

f

の
.丈
け
け
1

★

か
.；
：

ぃ
さ
：
ぅ

す

4

ぱ
此
の
調
査
の
結
諭
は
割
*

H

考
へ
ら
れ
ね 

ば
’

を

ぬ

。
一：
.
^

沫
S
:

茶

に

當Q:

て
：此
S

間

羞

；？
 
A

た
：

の
： .

は
^〔

嚳

篇

J

 
-

の
；̂
^

#

を
#

セ

た
o':
之
れ
；

しH
「

p
i

s

か
ら
.通
學
し
：て
：ゐ
る
學
生
が
最
も
ょ
く
此
の
調
査
に
應
じ
得
：た
の
で

4

無5

か
j
 I.

き

J

を 

受
け
た
？
若
し
上
：

ベ
：た
厳
お
：

^

調

そ

の

おめ
：：

が

あ

ち

塑

以

の

威

め.を
.排
除
す
タ.と

：！！：

ぶ

倾

同

が

行

は

れ

た

と

す

れ

；̂

、

ょ

の

批
S

豐

充

分

す

香

靡

が

：あ

.ス
ー1

:
r: 

m 

0.;: v::,2 

y
‘め

V
;パ；
：
。

e

,
,

、
次

に

駒

ま

事

觸

に

り

み

、
ま

答

申

：乾

；然

ま

數

量

的

：
に

乃

：

至
； #

概

念

的

又

短

容

觀

定

めm
A

る
\
場
合
に
ぷ
問
題
は
無
い
が
然
ら 

ざ
る
’

場

合

に

き
:
;
:唯
參̂
^
?ボ

：霞

說

明

的

の

督

を'
爲

ホ

：疾

過

ぎ

な

.s:
:
o
:

嘗

H
、
.

現

代

於

，

$
:
:

で
；

r

廣

吿

，そ
；
^

1

 

が
如
何
な
る
賞
の
も
の
：か
と
云
ふ
事
5

つ
一
て
廣
吿
蹇
は
廣i

仲
の
S

性
が
判
る
と
論
じ：
I

が
t

o

換
言
す
れ
ば
高
級 

み

豫

ボ

黎

の
'

®

:

S

 

と辟
：.

そ 
©

廣

^
^
^
^
漠

ー

に

於0 

.る
4

1̂

は
1

だ
け
で 

.

至
.
般
消
掘
的
，
^
 

§

 *11;.;!!̂、

柄
.
を
物
語
る
。

®

w

带

研

J

第
チ
八
號r

廣

带

社

會」
)

然
ら
ぱn

g
J
J
Q

を

以

つ
2

磁

は 

:

邀

る

指

尉

：
^

ま
し
将
を
知
れ

.

」

み
み
が
：

^

此

ゆ

場

合

：
此

の

：.調

査

蹇

は

數

堂

的

に

：
概

念

的

に

、

客

置

德

律

を
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て

.
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濯

.地
：
減1

愈
1

ぉ

關

す.る
：

M
-

t

ザ
へ 

§

 

.
 

§

p

1̂
,;

扱
ふ
寧
の
：

2
3
灘̂

％
事
精
お
あ
：え

0
.
: 
倚
と
か
弗
俗
，

y

於
.

M
n
:
f
^
:

め
：科
擧
的.尺
庶
せ
なe

難
.い
0
し
か
ね
感
養
的

M

は
嚴
良
ぐ
ぃ 

說
明
的
で
か
る
：

o
故
に.此
め.糧

の

は

，
^
,
^
/る
お
，第
；

y;

義
的
な
ポ
めi
ま
.

る
：。：：；：

補
足
的
，
な
：
說
明
的
な
も
わ
；

JJ:

な
ら
：ざ
る
を
得
な
5
P
: 

然
4

^
與
味
に
引
き
づ
：

>
れ̂
ゥ.：調
査
そ
れ̂1
1體」

に
舰
る.場
合
に
は
、
往
々
に
し
て

#

り
方
庫
に
：努
カ
を
集
中
す

>
め̂
危
臉

に

陷

か

：
易
い

:
r

-

,
:バ

：y

:.: 
-

パ
プ
：

へ
：：
，；：

:

.

.

:'7
::

み
；，y
.
 

...’

，バ

：：：

ニ
，
• 

, 

K
r

ぃ
‘‘>
-
ケ 

.
ふ 

r
y

.:.

以
上5::

彭
る
i

,
の
：
地

域

的
.な
i

體

が

何

务

の

で

あ

，
る

t

調
査
す
る
に
當.つ
，ず
思
考
ず
ベ
：き
ン
中
心
的
な
譜
問
題
を
、：

一 ,

應
.

i

, 

し
^
!来

を
'
:
;尙

逢

さ

れ

た

問

題̂
少̂
.
^
.な
：5
1ダ
あ
あ
ラ
タ
：饼

か-
-
^
,
:
1
:
*
'
0
.

兹
や
結
諭
に.入
ら
：ぅ0
,
;
:
:
 ̂

.̂'

;

普

：̂.調

ま

者

の

：：目

的

：

^
サ
或
.る

土

，
桃0
上
：に
生
活
す
る
人
口
集
團
の
社
會
的
特
殊
性
を
或
る
事
項
の
調
査
に
ょ
っ
て
描
き
出
さ
ぅ
と 

すfo.

に
あ
る
0
,
•典

處

で

人.：ロ•： ..：

環

境(
自
然
及
ば§

的
，

)

、.活
動ハ

'::

生
活
の
：四
方
面
が
吾
タ
の
調
森
の
：主
要
範
國
と
な
る
。
蓋
し
、
件
 

の
四
部
門
は
、
，地
域
的
社
會
體
，

.の

全

生

恭

に

友

」
系

か

ら

セ

あ

：

る
。
：；： >

 

,
r

.
:

っ
：パ
.，：
‘.

:

し
か
え
に
：吾.々
.は
、>
あ
る
社
，舍
體
を
取
扱
ふ
に
際
し
て

-

1

定
0

敌
想
を
持
：ち
得
，

r
o

0

何
彼
か
と
：

j
K

へ
ぱ
、'
 

個
人
及
び
特
定
の
：社
會
鮮

：.  

は

マ

そ

の

，
生
.活

に

：於

5
:

て
V

づ

れ

も

社

會

的

•
，經
濟
的
に
あ

.る

.恪
印
を
劾
さ
れ
を
存
在
，で
あ
る
か
も
。
辨

〈

ぱ
傳
給
生
活
者
、
無
産
知 

識
階
級
等
力、
'
 

今

日

：の
社
會
及
び
經
濟
環
境
の
內
に
在

'っ
て
，

1:
定
：の'運

命

を
擔.っ
、
て
ゐ
ぇ
。
恐
ら
く
そ
の
理
想
為
そ

0

環
境
め
内
に
制 

約
さ
れ
て
來

V

ゐ
る
せ
あ
ち
ラ0:
振

ウ¥

是
等
の
人
，タ.が
如
何
な
る
職
能
を
擔
當
し
ン
如
何
な
る
輕

®

力
を
持
：ち
け
如
何
な
る
生
活
內
，，
 

容
を
持
っ
か
に
う
：
5

‘
，て
；
は
-

に
大
體
の
德
想
が
あ
る
。

.

假
り
に
蟹
が
其
の
：申
良
に
似
せ
て
穴
を
掘
る
ふ
な
ら
ぱ
、
人
間
の
場 

合
に
於
い
：て
も§

で
あ
る
？

：
-
, 

f

是
等
の
個
人
又
は
跪
會
群
は
、
入

4

然
孤
立
散
お
す
る
事
は
な
い0
同
廣
相
带
く
の
.海
則
が
行
は
れ
て
、
同
型同
種
を
集
め
た
集®
が 

成
立
す
る
。
殊
に
、.其
の
日
常
.生
活
の
表
現
に
於
い
て
同5

圓
の
擬
集
が
成
立
ず
る
。
莊
に
於

5

て
、
W

5
の
云
ふS
域
性
の
問
題 

と
な
っ
て
來
る
。

か
ん
る
豫
想
を
實
證
的
に
研
究
す
る
事
が
、
こ
i

に
云
ふ
地
域
社
會
調
密
の
務
な
の
で
あ
る
。
放
に
そ
れ
は
吾
々
の
社
會
雜
濟
理 

論
© 

味
で
あ
？
、
證
明
方
法
だ
と
も
！

K

へ
る
。
若
し
此
の.吟
味
に
成
功
す
る
を
得
れ
ば
、
或
る
特
定
地
域
の
社
會
的
相
貌
を
遺
憾
な 

く
顯
示
せ
し
む
る
事
が
出
艰
ょ
う0
從
つ
て
又
、
全
體
と
の
歸
聯
.も
明
か
に
せ
ら
れ
る
を
得
る
で
あ
ら
う
し
、全
社
會
環
境
内
に
於
け 

る
個
人
の
、：

又
は
個N

の
集
圓
の
位
®

も
定
ま
る
で
、あ
ら
う®
.胃
頭
に
述
，♦へ
た
個
々
0

現
象
、
事
象
が
全
體
的
經
過
の
內
に
規
定
さ
れ 

把
握
さ
れ
る
と
云
ふ
命
題
を
確
立
し
得
る
事
と
な
る
® 
:

.

,

.

唯
、
此
の
最
後
の
目
的
の
爲
め
に"

#
々
が
調
查
に
當
つ
て
最
も
戒
心
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
，の
は
、
目
的
の
爲
め
に
故
意
或
ひ
は
偶 

然
に
せ
ょ
•
調
査
を
歪
め
て
は
な
ら
ぬ
と

1
K

ふ
事
で
あ
る
。
然
か
.も
、
前
に
述
べ
た
像
想
は
往
>
に
し
て吾
々
を
旣
に
定
め
ら
れ
た1  

K

方
向
：

f

き
‘廣
い
0

残
に
於5

て
調
杰
は
多
角
多
方
面
に
渡
つ
て
味
ず
る
の
必
要
が

あ
，.る
。
之
れ
.な
く
し
て
は
、0
A

斷
片
的

‘ 

..、

.

.
-
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.
.
.
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-
.
-
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.
.

の
調
森
は
！

<

ま

無
.

f
®

ふ
.な

，る.fv
要
ず
.ぷ
に
社
資
料
取
論
上.に
.，於
 ̂

.
此
E

:體
的
開 

聯

の
5

A

あ
て
>

あ
：

t
?
o
.
‘

恥
ゆ
最
後
の.意
：味

に

於

い

の

み

、
普

タ

は

：

方
法

、
；一：補
助
的
梭
術
ふ
：尊
重
す
る
け

.

‘
 

•

:

追

，.
-記

：
：

、
ベ

.
' 

,

.ベ
-
:
;

r:?:-

ご-
.
'
c
:
. 

t
 

 ̂

 ̂

V 

- 

. 

て
一
一
.：
ゾ

：/
.
-

 

從
來
良
か
ら
行
、ひ
文
は
研
痴
會
所
嚴
會
氣

^
,行̂
は
シ
め
て
4
.
^詣̂
戮
査
§

い

で

一

か

も

蝴

化

な

い

 

地
域
的

S

會
調
を
に
關
る
新
}
歡
誇
 

六

お

$
'

〜

サ

)

y
.
r 

4

1

1

 ̂か
ン
T

4
 

n 

4
.
4

t
»
1 

t 

r'- 

1̂

. -y>_§
a
#

ぐ.

p
s
f
l
o
^



，
地
域
的
社
會
‘調
蜜
に
簡
す
る
若
干
考
察

 

'六

八

(

<
冗
ひ〕

.今
囘
は
，調
査.方
法
に
ゥ
い
て.の
考
察
に
也
め
て
お
い
た

.。
慶
應
義
塾
學
生.々
.活
調M'

の
報
骨
は
旣
に
本
誌
に
於
い
て

一
J

鳳k

表
し
た0 S

部 

的
な
項
目
で
は
あ
る
が
，學
校
に
對
す
る
希
も
旣
に
：發

.表
し
.たC

三
田
評il

j

本
年
四
•
五
.月
號)

此
.の
學
生
調
査
：
整
理
が
は
：

i

冗
成
し 

た
故
に
}
^
?
:等

か

の

纏

め

た5

よ
思
ふ
，
。

n
l
®

街

社

.會

就

；
：

セ̂
：も
其
の
發
表
の
：

■
會
を
得
や
い
よ
旧
つ
て
ゐ
る
。
最
近 

又
、
地
城
調
査
を
行
ム
計
蠻
が
あ
る
の
で
、

： Kl

れ
を
、‘
.從
來
調
査
し
た
ル
の
'
>
成
！
！‘を

反

省

し

つ1

纏
め
-に
し
た
の
で
る
。
能
賣
の
叱

IE
を
%
れ
ぱ
頗
る
欣
幸
で

る
0

(

昭
和
十一

年
五
月
二
十

Is

♦日)

-
:

ニ

鼓

會

法

め

趣

論w

バ 

-
v
r
-
.
.
-
' 
マ
；
.
.
.
.
-
:
.
,
.
:
,
.
'
.
.
,
V
; 

- 

.

-

こ： .，： -.:-.;.'， -

ニV 

■ 
:
/
:
r
.
 

- 

V

.

. 

V 
 ̂

:
-
.
.
.
.

:

.
，パ-
:
:
.
:
;
,
'
:

；
/

レ.
.
-
,.

>
:ゾ
シ
.

リ
ぃ
；

ド
 

‘
.
'
.
f

、

- 

.

 ̂

ン

.，.
て
"
A

;打

'
,ぐ
、
，

「

ぐ

村 

'
v
t
,
ん

錄

、
.

M

 

r
v 

,
.
u
. 
'.‘
：r 

n 

イ
-

に
：，

パ ：：：
:
:

.:
Z

ン
：
い‘ 
.\

:
r
:
〜

V 

■: r , 

V.
 

-

ゾ.

.

V

 V:, 

,c-

. 

... 

.

.

. ... 

: 

:
. V 

V 

■
 

:

•
 

.
 

I
 

.
 .
.
.
.
.
/ 

•
. 

...' 

... 

- 

■ 

I 

i.
 

-
i
«

.
-.
本
稿
は
素
と
後
繊
の.炒

に

於
.

て̂
i

ぉ
懷
定
す
を
脉.の
袖
稿.

世

基

^

教

氣

と

婚

姻

I

古

代

、

•

化

世

に

於

^

の

資

攀 

.
'ゥ

法

み

‘記
敏
巧r

報
を
爲
し
た
も
の
せ
る
が
マ
同
猜

一 .

盤
を
通
じ.て
，の.豁

述

と

こ

が

部

分

と

の

斜

ル！：-
-

て

そ

の

論

文

の

驚
 

,

主

か
り
.云
ら
て
,
襄
き
に
失
し
た
を
の
結
果
、
；
同
篇
に
於
い
て
，ロ
の
部
鋒
に
當
る
と
こ
ろ
ほ
別
，に

.適
當
と
：思
惟
す
る
記
述
を
M

て
之
れ
に
代
え
、
： 

r 

.1

カ

愁

除
I

る1.

括

の

?
と
れ
i

s

添

削

を

加

：
へ
へ
.
：

：一 :

個
獨
立
めi

l

の
，體
裁
を
得
し
め
て
S

鼓
に
本
認
の
紙
面
を
借 

r.

1

0

自̂
然
本
緯
は>

i
立
め
論
文A；

•し

は

、
：資
は
前
記
輸
稿
の
ホ
t
在
っ
.ザ

そ

の

論

證

を

凝

^
/
^
る

 >」：と

に

依

つ

て

は

：
じ
：め

て

そ

の

意

義

と

、
：

V
. 

‘
 

沙
め
個
値
を
！？
す.ぺ'を
資
料
的
性
質
記
載
々
含
お
こ
よ

,
憾̂

と

サ

れ
；；

備

は

姑

ら

，
る

れ

g

前
描
拙
稿
に
於
け.る
該
當
部
分
に
.於
け
る
..

,蘭
述
.
9補
.充
的
®

の

扁

に

紙

幅

を

領

す

る
 

V
: 

て
之
；
；
を̂
避
け.ハ.
.同I

を
®

.
の
！
^
:

1?

■
に

當

ぱ

別

の

材I?:、

，別
.の
：
論

法

を

以

て

. 

V
I
-る
こAJ

に
法
意
ん
た
め
で.ホ
る
が
、
，
：尙
ほ
そ
の
性
貧
上
、
多
少
の
重
複
は
之
れ
を
あ
れ
な
か
っ
た
と
と
を
附
記
す
る

，o

.

>
 

.

;

•
 

..
 

;,
 

,
 

■
:
.
-
-
-

 

.

.

.

.

.

:

.

.

;

-

’
 

...：

.
，
.

て
.

-

.

‘
 

.じ 
'
.
..:

..:

N
:
,
- 

V ::. :
:
v

 

.
/ t 

パ
バ
.
.
.

J

 

V
.
:
.，：：
-
、
，> 

ゾ 
r
. , 

- 

.
r 

一：，
：
.
.
-
.
:
.

ン
 
i 

s 

: 

\

—■
廣

l
i
lま

i
^
r
t
:
^な

滴
g
ま

ま
.バ }§

llfl满
の
辟
， quelIenl;7id̂

iges 

R
e
c
h
t

と
し
て
存
し
た
の
は
可
成
；c,

に
古
い
時 

代

か

ま

と

潘"ぁ
ス
ー
。■

ボ
；■
ヌ
之.；̂
を
時
サ
に
ま
せ
溯
力
韻
る
と
さ

.へ
稱
せ
ら
れ
ミ1〕

ヤ
俳
固
ょ
り
そ
れ
は
國
家
の
法

#

ポ
：̂

伽
§

ヵ
敎
會
が
俗
世
間
に
對
し
て
行
ひ
得
た
法
的
制
鹏
1

敎
會

1

.

. 

六
.
 ̂

.マ

(

八
五
'1)

J
» 

I 

•* >k 

l
y

f.
い、*

I ご
f ，、 
>*■ •"

t 

< 

>«
 

w


